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法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西　

真
紀
子

り
は
行
き
届
い
て
い
る
も
の
の
、
残
存
歯

数
が
増
え
、
寿
命
が
延
び
、
全
身
疾
患
を

持
つ
高
齢
者
も
増
え
る
こ
と
で
、
特
に
根

し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
日
本
で
も
予
防

の
た
め
に
歯
科
医
院
に
通
い
、
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ

を
受
け
る
患
者
が
増
え
て
き
た
と
は
い

え
、
そ
の
割
合
は
ま
だ
10
〜
20
％
と
見
積

も
ら
れ
る
。
北
欧
の
最
低
ラ
イ
ン
で
あ
る

若
年
者
の
80
％
に
達
す
る
に
は
、
今
の
４

倍
以
上
の
歯
科
衛
生
士
の
育
成
が
急
務
で

あ
ろ
う
。
高
齢
者
の
残
存
歯
数
が
増
え
る

に
つ
れ
、
歯
科
医
師
は
今
以
上
に
修
復
歯

の
再
修
復
・
修
理
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
そ
の
ピ
ー
ク
世
代
は
現
在
の
50
代

で
、
こ
の
世
代
が
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、

全
身
疾
患
と
の
兼
ね
合
い
や
、
審
美
に
対

す
る
需
要
の
向
上
で
、
歯
科
医
療
に
要
求

さ
れ
る
も
の
は
、
さ
ら
に
複
雑
・
高
度
に

な
る
に
違
い
な
い
。

 

（
終
わ
り
）

　

北
欧
の
歯
科
医
療
に
共
通
し
て
い
る
課

題
は
、
ま
ず
健
康
格
差
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
移
民
の
割
合
は
全
人
口
の
約
20

北欧と日本の歯科医療の今後

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑲

マルメにある非暴力・平和の象徴である先が結ばれた銃
と、それを模して予防の象徴として作られた先が結ばれた
バー。マルメ大学歯学部カリオロジー講座のダン・エリク
ソン教授の考案である

％
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の
人

た
ち
に
比
べ
て
、
も
と
も
と
口
腔
内

の
健
康
状
態
が
悪
く
、
ま
た
、
収
入

や
言
語
の
問
題
か
ら
予
防
管
理
が
届

き
に
く
い
。
小
児
齲
蝕
の
二
極
化
は

１
９
９
０
年
代
か
ら
大
き
な
問
題
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
が
、
い
ま
だ

に
解
決
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

今
後
も
続
く
課
題
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
若
年
者
の
歯
科
離
れ
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
。
第
８
回
に
述
べ

た
よ
う
に
、
無
料
の
歯
科
医
療
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
て
い
た
年
齢
を
過

ぎ
る
と
、
口
腔
内
に
問
題
が
な
い
の

に
、
急
に
歯
科
医
療
費
が
高
く
な
る

こ
と
か
ら
10
〜
20
％
の
若
年
者
が
未

来
院
で
あ
る
。
彼
ら
を
動
機
づ
け
る

こ
と
も
、そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。

フ
ッ
化
ジ
ア
ン
ミ
ン

フ
ッ
化
ジ
ア
ン
ミ
ン

銀
へ
の
期
待

銀
へ
の
期
待

　

高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
は
、
日
本
よ

面
齲
蝕
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
特
効
薬
と
し
て
フ
ッ
化
ジ
ア
ン
ミ

ン
銀
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
ま
だ
認
可
さ
れ
て
い
な

い
。
最
近
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
臨
床

試
験
に
限
っ
て
フ
ッ
化
ジ
ア
ミ
ン
銀

の
使
用
が
認
可
さ
れ
、
２
０
１
７
年

の
12
月
か
ら
、
高
齢
者
施
設
の
ハ
イ

リ
ス
ク
者
に
対
す
る
臨
床
試
験
が
行

わ
れ
て
い
る
。
フ
ッ
化
ジ
ア
ン
ミ
ン

銀
の
難
点
は
歯
を
黒
く
着
色
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
だ
が
、
十
分
な
歯
科
医

療
を
受
け
ら
れ
な
い
状
態
の
人
か

ら
、
根
面
齲
蝕
の
痛
み
を
除
け
る
の

な
ら
、
問
題
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。日

本
の
患
者
動
向
の

日
本
の
患
者
動
向
の

見
通
し

見
通
し

　

北
欧
の
歯
科
医
療
の
後
ろ
を
追
い

か
け
て
い
る
日
本
の
歯
科
医
療
の
未

来
に
つ
い
て
、
現
在
の
北
欧
と
比
較

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
、
全
国
歯
科
技
工
所

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
２
０
１
６
年
）
を
基
に
「
日
本

の
歯
科
技
工
を
守
ろ
う
」
と
題
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
発
行
し
た
。
歯
科
技
工
の
大
切
さ
や
歯
科
技
工
士

の
窮
状
を
紹
介
し
な
が
ら
改
善
を
提
言
し
て
い
る
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
今
号
に
同
封
し
て
い
る
。

　

パ
ン
フ
は
、
歯
科
技
工
士

の
３
人
に
一
人
が
週
81
時
間

以
上
働
く
労
働
実
態
や
３
人

に
一
人
が
可
処
分
所
得
３
０

　

石
川
た
え
大
阪
府
議
（
共

産
）
は
３
月
２
日
の
府
議
会

本
会
議
で
、
協
会
の
学
校
歯

科
治
療
調
査
を
取
り
上
げ
、

口
腔
崩
壊
問
題
の
解
決
を
迫

っ
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
。

◇

石
川
府
議　

子
ど
も
の
貧
困

対
策
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
の

調
査
で
は
48
・
９
％
の
小
学

校
、
33
・
３
％
の
中
学
校
で

口
腔
崩
壊
の
児
童
・
生
徒
が

「
い
た
」
と
答
え
て
い
る
。

多
く
の
養
護
教
諭
が
原
因
に

つ
い
て
「
生
活
が
苦
し
い
状

況
」
を
指
摘
。
学
校
歯
科
健

診
後
の
未
受
診
生
徒
数
も
小

学
校
で
48
・
７
％
、
中
学
校

で
71
・
８
％
に
も
の
ぼ
る
。

学
校
歯
科
検
診
後
の
受
診
調

だ
。
12
歳
の
平
均
む
し
歯
数

が
全
国
一
少
な
い
新
潟
県

は
、
学
校
で
フ
ッ
化
物
洗
口

を
推
奨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

大
幅
に
む
し
歯
が
減
っ
て
い

る
。
学
校
歯
科
検
診
時
に
フ

ッ
素
塗
布
を
行
う
、
ま
た
は

か
つ
適
正
に
行
わ
れ
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

石
川　

府
内
で
は
、
現
在
72

病
院
・
診
療
所
が
無
料
定
額

診
療
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
制
度
そ
の
も
の
が

知
ら
れ
て
い
な
い
。
未
受
診

て
も
ら
え
な
い
か
。

向
井　

情
報
が
必
要
な
方
全

員
に
届
く
よ
う
、
就
学
援
助

事
業
を
説
明
す
る
際
に
合
わ

せ
て
紹
介
す
る
な
ど
効
果
的

な
対
応
を
考
え
て
い
く
。

石
川　

お
金
の
心
配
な
く
病

院
に
か
か
れ
る
よ
う
に
し
て

い
く
た
め
に
、府
と
し
て
、医

療
費
助
成
を
せ
め
て
小
学
校

卒
業
ま
で
に
拡
充
で
き
な
い

か
。
就
学
前
の
子
ど
も
は
市

町
村
と
協
力
し
て
窓
口
負
担

を
無
償
化
し
て
は
ど
う
か
。

松
井
一
郎
知
事　

乳
幼
児
医

療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
に
再
構
築
し
、
新

子
育
て
支
援
交
付
金
を
創
設

し
た
。
窓
口
負
担
の
無
償
化

は
困
難
だ
。

査
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

向
井
正
博
教
育
長　

各
学
校

で
適
切
に
対
応
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
調
査
は
考

え
て
い
な
い
。

石
川　

学
校
現
場
で
む
し
歯

予
防
を
進
め
る
こ
と
も
大
切

教
育
現
場
で
の
フ
ッ
化
物
洗

口
を
行
う
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

向
井　

フ
ッ
化
物
の
使
用
は

各
学
校
で
学
校
歯
科
医
の
管

理
と
指
導
の
も
と
、
保
護
者

の
同
意
を
得
る
な
ど
、
慎
重

の
子
ど
も
の
中
に
は
、
貧
困

を
疑
う
よ
う
な
子
ど
も
が
い

る
。
そ
の
中
に
口
腔
崩
壊
予

備
軍
が
い
る
。
就
学
援
助
案

内
に
「
無
料
低
額
診
療
制
度

が
あ
り
ま
す
」
と
１
行
記
載

す
る
な
ど
制
度
周
知
を
進
め

０
万
円
以
下
に
あ
る
状
況
を

紹
介
。
歯
科
技
工
士
の
置
か

れ
た
苦
境
の
大
本
に
、
何
十

年
に
も
わ
た
っ
て
低
く
抑
え

ら
れ
て
き
た
歯
科
診
療
報
酬

に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

そ
も
そ
も
、
歯
科
技
工
の

保
険
点
数
が
労
働
時
間
な
ど

の
原
価
計
算
に
基
づ
か
な
い

評
価
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

批
判
し
、
そ
の
改
善
こ
そ
が

　

臨
床
学
術
部
は
、「
歯
周

組
織
再
生
材
リ
グ
ロ
ス
の
薬

理
作
用
と
適
応
」
を
テ
ー
マ

に
生
涯
研
修
講
座
を
３
月
11

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い

た
。
開
発
者
の
村
上
伸
也
氏

（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研

究
科
教
授
）
が
講
演
し
、
１

５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

リ
グ
ロ
ス
の
適
応
に
つ
い

て
村
上
氏
は
、
基
本
治
療
後

の
再
評
価
の
結
果
、
外
科
手

術
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
場

合
に
使
用
す
る
と
し
、
術
者

の
使
用
経
験
が
浅
い
場
合
は

２
壁
、
３
壁
型
の
垂
直
型
骨

吸
収
に
使
用
す
る
の
が
望
ま

し
い
と
述
べ
た
。
組
織
の
再

生
は
幹
細
胞
の
存
在
が
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
骨
の
再
生

は
隣
在
歯
の
歯
槽
骨
頂
付
近

で
止
ま
る
と
い
う
。
一
方
で

広
範
に
わ
た
る
水
平
性
の
骨

　

「
ク
イ
ズ
は
初
め
て
知
る

事
ば
か
り
で
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
。
保
険
で
よ
い
歯
科

署
名
も
、
憲
法
を
守
り
生
か

す
署
名
も
賛
同
し
ま
す
」
と

２
等
当
選
の
喜
び
の
声
を
寄

せ
て
く
れ
た
の
は
、
岡
歯
科

（
生
野
区
）
に
通
う
大
下
百

合
子
さ
ん
。

　

保
団
連
が
取
り
組
ん
だ

「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
私
た

ち
の
医
療
」
は
、
協
会
で

４
２
５
６
通
の
、
全
国
で

は
６
万
４
１
２
３
通
の
応

募
が
あ
っ
た
。
協
会
の
当

選
者
は
、
２
等
の
被
災
地

復
興
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
が

７
人
の
ほ
か
、
３
等
13

人
、
４
等
33
人
の
計
53
人

が
当
選
し
た
（
写
真
）。

吸
収
で
は
大
き
な
回
復
は
望

め
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

使
用
上
の
注
意
点
と
し

て
、
①
通
常
の
Ｆ
ｏ
ｐ
後
、

骨
欠
損
部
に
リ
グ
ロ
ス
を
注

入
す
る
が
入
れ
す
ぎ
な
い
②

縫
合
は
速
や
か
に
③
ｏ
ｐ
ｅ

後
の
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー

歯
科
技
工
危
機
の
打
開
に
つ

な
が
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
。

　

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、

認
知
症
の
予
防
や
嚥
下
障
害

を
改
善
す
る
上
で
、
口
腔
機

能
を
回
復
さ
せ
る
補
綴
物
を

製
作
す
る
歯
科
技
工
士
の
社

会
的
役
割
を
高
く
評
価
。
待

遇
改
善
の
必
要
性
を
強
調

し
、
技
工
問
題
解
決
の
た
め

に
歯
科
医
師
と
歯
科
技
工
士

が
手
を
携
え
て
、
協
力
し
よ

う
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

ぜ
ひ
、
ご
一
読
下
さ
い
。

ル
が
重
要
―
―
と
説
明
。
特

徴
と
し
て
、
再
生
し
た
歯
周

組
織
は
既
存
セ
メ
ン
ト
質
と

ア
ン
キ
ロ
ー
シ
ス
を
起
こ
さ

な
い
と
話
し
た
。

　

禁
忌
に
つ
い
て
は
、「
口

腔
領
域
の
ガ
ン
の
抗
癌
剤
治

療
中
や
既
往
歴
が
あ
る
患
者

は
、
ガ
ン
細
胞
の
増
殖
な
ど

の
危
険
が
あ
る
た
め
使
用
し

な
い
」
と
強
調
。
口
腔
内
の

潰
瘍
に
使
用
す
る
の
も
要
注

意
と
し
た
。
ま
た
、
外
傷

歯
、
再
植
で
は
結
果
が
不
明

な
の
で
使
わ
な
い
方
が
良
い

と
し
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
埋
入

時
に
利
用
す
る
こ
と
は
考
慮

し
て
い
な
い
と
述
べ
た
。

　

講
演
に
先
立
っ
て
リ
グ
ロ

ス
を
製
造
・
販
売
す
る
科
研

製
薬
の
担
当
者
か
ら
、
当
講

習
会
が
薬
剤
購
入
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
や
、
購

入
の
た
め
に
必
要
な
登
録
手

続
き
の
説
明
が
あ
っ
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

今号に同封

大阪府議会

歯科医師と歯科技工士が
力合わせ危機乗越えよう

保団連がパンフ発行

３月度生涯
研 修 講 座

垂
直
型
骨
吸
収
に
使
用
を

ク
イ
ズ
で
考
え
る
医
療

当
選
者
が
喜
び
の
声

石
川
議
員（
共
産
）の
質
問
要
旨

口
腔
崩
壊
問
題
の
解
決
を 村

上
氏　

リ
グ
ロ
ス
の
適
応
を
解
説

保団連が作成した
パンフ『日本の歯
科技工を守ろう』

リグロスの注意点を
説明する村上伸也氏
＝３月11日、Ｍ＆Ｄ
ホール　　　　　　


